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賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

吉
良
の
り
こ
（
み
ら
い
）

　

本
補
正
予
算
は
、
市
民
の
安
全
確

保
と
、
子
ど
も
・
高
齢
者
支
援
の
充

実
を
目
的
と
し
、
現
場
の
切
実
な
課

題
に
迅
速
に
対
応
す
る
内
容
で
あ
る
。

桜
町
児
童
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
閉
所
に

伴
い
、
短
期
入
所
事
業
へ
円
滑
な
移

行
が
で
き
る
よ
う
に
行
う
、
同
行
・

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

水
谷
た
か
こ
（
こ
が
お
も
）

　

賛
成
の
主
な
理
由
は
、
会
派
の
中

心
政
策
で
あ
る
子
育
て
・
教
育
の
大

切
な
予
算
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

①
市
立
保
育
園
施
設
更
新
調
査
委
託

料
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
役
割
実
現

の
た
め
に
、
市
立
保
育
園
３
園
の
施

設
を
ど
う
維
持
・
更
新
し
て
い
く
の

か
検
討
が
急
務
で
あ
る
。
特
に
、
前

の
方
針
で
は
閉
園
対
象
だ
っ
た
わ
か

た
け
保
育
園
は
、
施
設
の
修
繕
や
更

新
の
方
針
が
不
明
確
で
、
エ
ア
コ
ン

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

太
田
宏
徳
（
公
明
党
）

　

世
界
で
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ

る
日
本
に
お
い
て
、
非
核
三
原
則
を

提
唱
し
核
廃
絶
を
党
是
と
す
る
公
明

党
と
し
て
討
論
す
る
。
核
兵
器
を

「
持
た
ず
、
作
ら
ず
、
持
ち
込
ま
せ
ず
」

と
し
た
非
核
三
原
則
は
、
１
９
７
１

年
に
国
会
で
決
議
さ
れ
て
以
来
、
歴

代
政
権
は
こ
れ
を
堅
持
し
「
国
是
」

と
な
っ
て
い
る
。
非
核
三
原
則
の
将

来
に
つ
い
て
曖
昧
さ
を
残
す
こ
と
は
、

被
爆
者
の
思
い
に
反
す
る
の
み
な
ら

ず
、
国
民
の
不
安
を
招
き
、
国
際
社

会
に
対
し
て
誤
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

清
水
学
（
自
民
街
仲
）

　

非
核
三
原
則
は
我
が
国
の
国
是
で

あ
る
。
政
策
上
の
方
針
と
し
て
非
核

三
原
則
を
堅
持
し
て
い
く
こ
と
に
何

ら
変
わ
り
は
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ

の
状
況
下
で
、
本
意
見
書
を
政
府
に

提
出
す
る
こ
と
に
は
反
対
す
る
。
政

府
・
与
党
は
国
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
責
任
を
有
す
る
立
場
か
ら
、
現

実
の
安
全
保
障
上
の
脅
威
に
適
切
に

対
処
し
な
が
ら
、
地
道
に
、
現
実
的

な
核
軍
縮
を
前
進
さ
せ
る
筋
道
を
追

求
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
核
兵

器
保
有
国
や
核
兵
器
禁
止
条
約
支
持

国
を
含
む
国
際
社
会
に
お
い
て
橋
渡

し
役
を
果
た
し
、「
核
兵
器
の
な
い

世
界
」
の
実
現
に
向
け
て
、
現
実
的

か
つ
実
践
的
な
取
組
を
粘
り
強
く
進

め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
大
事
な
こ

と
は
、
現
実
に
目
を
向
け
日
本
の
安

全
保
障
を
考
え
、
現
実
的
か
つ
実
践

的
な
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
あ

る
。
最
後
に
、
我
が
国
を
取
り
巻
く

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

藤
川
賢
治
（
見
え
る
化
）

　

男
性
Ｈ
Ｐ
Ｖ
接
種
補
助
金
365
万
円

の
う
ち
247
万
円
を
返
還
し
、
男
子
の

接
種
が
そ
れ
ほ
ど
広
が
ら
な
か
っ
た

こ
と
を
評
価
す
る
。

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
、
食
塩
水
等

を
除
け
ば
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
化
合
物
ア

ジ
ュ
バ
ン
ト
が
最
も
多
い
物
質
で
、

激
し
い
炎
症
を
起
こ
し
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
抗

体
と
共
に
、
自
身
を
攻
撃
す
る
抗
体

も
生
み
、
長
期
の
自
己
免
疫
疾
患
を

起
こ
し
得
る
。
子
宮
頸
が
ん
に
ほ
ぼ

罹
患
し
な
い
10
代
女
子
が
毎
月
の
よ

う
に
健
康
被
害
認
定
を
受
け
、
国
と

製
薬
会
社
を
相
手
に
裁
判
中
で
あ
る
。

国
は
「
10
年
後
20
年
後
の
予
防
」
と
、

現
被
害
を
無
視
し
、
未
確
定
の
将
来

に
話
を
す
り
替
え
推
進
し
て
い
る
。

　

男
子
に
効
果
あ
り
と
さ
れ
る
肛
門

が
ん
は
も
っ
と
頻
度
が
低
い
。
そ
も

そ
も
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
は
生
ま
れ
た
時
か
ら

感
染
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
ワ
ク

チ
ン
戦
略
自
体
が
間
違
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
都
が
補
助
を
出
し
て
も
予

算
化
せ
ず
接
種
助
成
は
行
わ
な
い
よ

う
求
め
つ
つ
、
本
返
還
金
を
含
む
一

般
会
計
本
補
正
予
算
に
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

返
還
金
の
清
算
や
、
民
間
保
育
所

等
運
営
委
託
料
へ
の
公
定
価
格
見
直

し
の
反
映
、
児
童
館
や
学
童
保
育
所

に
お
け
る
熱
中
症
対
策
、
35
人
学
級

に
対
応
し
た
学
校
施
設
の
整
備
な
ど

必
要
な
経
費
が
計
上
さ
れ
て
お
り
賛

成
す
る
。
市
立
保
育
園
施
設
更
新
調

査
委
託
に
つ
い
て
は
、
市
立
保
育
園

の
廃
園
と
定
員
削
減
は
行
う
べ
き
で

は
な
い
と
反
対
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、

本
来
は
全
て
の
園
の
調
査
を
行
う
べ

き
で
あ
る
。
市
立
保
育
園
の
老
朽
化

を
放
置
し
て
き
た
市
の
責
任
が
問
わ

れ
る
。
高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
更

な
る
負
担
軽
減
を
求
め
る
。
ま
た
、

都
の
認
証
学
童
へ
の
移
行
は
課
題
で

あ
り
、
学
童
保
育
所
の
大
規
模
化
に

抜
本
的
な
対
策
を
求
め
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
担
当
任
せ
に
し
な
い
庁
内

の
検
討
体
制
が
必
要
で
あ
る
。
国
か

ら
の
交
付
金
を
活
用
し
た
物
価
高
騰

対
策
は
早
急
に
具
体
化
し
、
市
民
生

活
を
支
援
す
べ
き
で
あ
る
。
財
政
調

整
基
金
の
年
度
末
残
高
は
約
61
億
円

で
、
市
の
財
源
も
活
用
し
て
思
い
切

っ
た
支
援
を
求
め
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

吹
春
や
す
た
か
（
自
由
民
主
党
）

　

小
金
井
市
が
こ
れ
ま
で
進
め
て
き

た
取
組
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、

社
会
環
境
の
変
化
や
市
民
生
活
の
安

全
安
心
に
対
応
す
る
た
め
の
施
策
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
点
を
評
価
す
る
。

特
に
特
定
緊
急
輸
送
道
路
沿
道
建
築

物
耐
震
補
強
設
計
助
成
金
は
、
災
害

時
の
機
能
確
保
に
不
可
欠
で
あ
り
、

着
実
な
推
進
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、

民
設
民
営
学
童
保
育
所
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
施
設
の
安
全
性
向
上
や
保

育
環
境
の
質
の
向
上
を
目
的
と
す
る

も
の
で
あ
り
、
適
切
な
取
組
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
猛
暑
対
策
と
し
て
、
保
育

施
設
等
の
施
設
整
備
や
、
小
中
学
校

の
計
画
的
な
修
繕
も
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
づ
く
り
と

し
て
評
価
で
き
る
。
一
方
、
市
立
保

育
園
施
設
更
新
調
査
に
つ
い
て
は
、

保
育
園
の
在
り
方
に
関
す
る
方
針
を

踏
ま
え
た
調
査
だ
が
、
現
段
階
で
は

令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
回
）

　

予
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
大
三
（
子
ど
も
／
情
報
）

　

議
案
第
59
号
「
令
和
７
年
度
小
金

井
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６

回
）」
に
、
子
ど
も
の
権
利
／
情
報

公
開
を
代
表
し
て
、
反
対
の
立
場
か

ら
討
論
す
る
。
反
対
の
理
由
は
、
債

務
負
担
行
為
補
正
と
し
て
、「
市
立

保
育
園
施
設
更
新
調
査
委
託
料
」

２
千
203
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

予
算
特
別
委
員
会
の
質
疑
で
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
こ
の
調
査
は
市
長
が
選

挙
公
約
に
違
反
し
て
強
行
し
た
、
市

立
保
育
園
「
２
園
廃
園
」「
３
園
定

員
大
幅
減
」
を
前
提
と
し
て
行
わ
れ

る
も
の
で
、
３
園
の
建
て
替
え
や
大

規
模
改
修
に
当
た
っ
て
、
定
員
大
幅

減
を
緩
和
す
る
こ
と
な
ど
の
検
討
は

一
切
行
わ
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

と
な
れ
ば
、
私
ど
も
の
会
派
の
政
策

と
は
全
く
一
致
点
が
な
く
、
賛
成
す

る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
３
園
に
関

し
て
行
う
べ
き
調
査
は
、
建
て
替
え

や
大
規
模
改
修
に
当
た
っ
て
、
従
来

と
同
様
の
保
育
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、

定
員
大
幅
減
を
緩
和
す
る
方
法
を
検

討
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
る
。
よ

っ
て
、
本
補
正
予
算
に
は
反
対
す
る
。

非
核
三
原
則
を
堅
持
す
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

河
野
麻
美
（
自
由
民
主
党
）

　

本
意
見
書
は
現
内
閣
が
非
核
三
原

則
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
、
堅

持
を
明
言
し
て
い
な
い
と
す
る
が
、

こ
れ
は
事
実
と
異
な
る
。
総
理
、
外

務
大
臣
、
官
房
長
官
な
ど
現
職
閣
僚

は
い
ず
れ
も
、
非
核
三
原
則
を
政
策

上
の
方
針
と
し
て
堅
持
し
て
お
り
、

明
示
的
に
非
核
三
原
則
の
見
直
し
を

指
示
し
た
と
の
事
実
は
な
い
と
国
会

の
場
で
明
確
に
答
弁
し
て
い
る
。
非

核
三
原
則
は
我
が
国
の
国
是
で
あ
り
、

こ
の
立
場
に
変
わ
り
は
な
く
、
現
実

の
安
全
保
障
上
の
脅
威
に
適
切
に
対

処
し
な
が
ら
、
地
道
に
現
実
的
な
核

軍
縮
を
前
進
さ
せ
る
道
筋
を
追
及
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

本
意
見
書
は
政
府
の
公
式
見
解
を
正

確
に
踏
ま
え
ず
、
一
部
の
発
言
や
印

象
を
切
り
取
っ
た
一
面
的
な
評
価
に

基
づ
い
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
ず
、
さ
ら
に
外
交
・
安
全

保
障
と
い
う
国
政
の
根
幹
に
関
わ
る

事
項
で
地
方
自
治
法
第
99
条
が
求
め

る
地
域
の
公
益
と
の
関
係
や
、
小
金

井
市
と
し
て
提
出
す
る
必
然
性
も
十

分
に
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
反
対
す
る
。

適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
の

「
２
割
特
例
」、「
８
割
控
除
」
を

２
０
２
６
年
９
月
以
降
も
継
続

す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

遠
藤
百
合
子
（
自
由
民
主
党
）

　

政
府
は
「
与
党
税
制
改
正
大
綱
」

の
取
り
ま
と
め
を
進
め
て
い
る
。
自

民
党
税
制
調
査
会
に
お
い
て
、
消
費

税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
係
る
経
過

措
置
、
２
割
特
例
及
び
８
割
控
除
に

つ
い
て
、
内
容
を
見
直
し
た
上
で
適

用
期
限
を
延
長
す
る
方
向
性
が
示
さ

れ
た
。
具
体
的
に
は
、
２
割
特
例
に

つ
い
て
は
、
事
務
負
担
の
配
慮
が
必

要
と
さ
れ
る
個
人
事
業
者
を
対
象
に
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
踏
ま
え
て
課
税

転
換
し
て
い
る
場
合
、
更
に
２
年
間

に
限
り
講
ず
る
と
さ
れ
た
。
８
割
控

除
に
つ
い
て
は
、
最
終
的
な
適
用
期

限
を
２
年
間
延
長
し
た
上
で
、
控
除

割
合
の
引
下
げ
ペ
ー
ス
と
幅
を
見
直

す
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
政

府
に
お
い
て
は
、
特
例
措
置
が
抱
え

る
課
題
を
認
識
し
た
上
で
、
具
体
的

な
見
直
し
と
延
長
に
つ
い
て
の
方
向

性
を
示
し
、
今
、
正
に
与
党
税
制
改

正
大
綱
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
こ
と

か
ら
、
本
意
見
書
を
政
府
に
対
し
て

提
出
す
る
必
要
性
は
認
め
ら
れ
な
い

と
考
え
る
。
以
上
を
も
っ
て
、
反
対

討
論
と
す
る
。

審
議
し
た
主
な
議
案

各案件に対する討論の原稿は、議員が作成しています。

通
学
支
援
は
、
利
用
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
た
重
要
な
措
置
だ
。
ま
た
、
民
間

保
育
所
の
欠
員
対
策
補
助
は
、
運
営

の
安
定
と
保
育
環
境
の
維
持
に
不
可

欠
で
あ
り
評
価
す
る
。
一
方
で
、
看

護
師
加
算
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
現

場
実
態
に
即
し
た
見
直
し
を
会
派
と

し
て
も
繰
り
返
し
市
に
指
摘
し
て
き

た
点
で
あ
り
、
今
回
も
強
く
要
望
し

た
。
さ
ら
に
、
保
育
施
設
・
児
童

館
・
学
童
保
育
所
を
対
象
に
、
都
の

補
助
金
を
活
用
し
た
熱
中
症
対
策
や
、

学
校
の
教
室
不
足
へ
の
対
応
、
高
齢

者
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
増
額
は
、
命
と

暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
必
要
な
判
断

で
あ
る
。
今
後
も
市
民
生
活
を
支
え

る
施
策
が
着
実
に
実
行
さ
れ
る
よ
う

求
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活

用
し
た
本
補
正
予
算
に
賛
成
す
る
。

具
体
的
な
内
容
や
将
来
像
が
明
確
で

は
な
く
、
今
後
の
検
討
状
況
を
注
視

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
本
補
正
予
算

は
市
民
生
活
を
支
え
る
意
義
あ
る
内

容
で
あ
る
と
判
断
し
、
賛
成
す
る
。

の
故
障
等
緊
急
の
対
応
を
要
し
た
こ

と
も
数
回
あ
っ
た
。
保
育
の
質
の
維

持
・
向
上
の
た
め
に
必
要
だ
。
②
児

童
・
生
徒
数
増
加
の
対
応
と
し
て
小

学
校
７
教
室
、
中
学
校
３
教
室
分
の

修
繕
と
備
品
購
入
が
必
須
だ
。
将
来
、

建
て
替
え
を
す
る
際
に
は
、
人
口
動

態
の
予
測
も
踏
ま
え
つ
つ
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
中
心
と
な
る
学
校
を
、
多

様
性
を
包
摂
す
る
場
と
し
て
設
計
す

る
こ
と
を
目
指
し
、
子
ど
も
や
地
域

の
方
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
準
備
を

進
め
る
こ
と
を
求
め
る
。
そ
の
他
に

も
国
や
都
の
補
助
金
を
活
用
し
た
事

業
や
増
額
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

発
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
非

核
三
原
則
は
、
日
本
の
安
全
保
障
戦

略
の
骨
格
を
成
す
も
の
で
あ
り
、
戦

後
、
日
本
が
平
和
国
家
の
道
を
歩
む

中
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

被
爆
者
の
切
実
な
声
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
非
核
三
原
則
を
将
来
に
わ
た

り
堅
持
す
る
と
の
明
確
な
意
思
を
内

外
に
示
し
、
核
兵
器
の
無
い
世
界
の

実
現
に
向
け
、
被
爆
国
日
本
と
し
て

の
役
割
と
責
任
を
、
揺
る
ぐ
こ
と
な

く
果
た
し
続
け
る
よ
う
政
府
に
強
く

求
め
る
。

安
全
保
障
環
境
を
考
慮
す
れ
ば
、
議

論
自
体
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、

大
い
に
議
論
を
し
、
議
論
を
尽
く
し

て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象

に
、
Ｃ
Ｄ
及
び
デ
イ
ジ
ー
Ｃ
Ｄ
に
市

議
会
だ
よ
り
の
内
容
を
音
声
で
収
録

し
た
「
声
の
議
会
だ
よ
り
」
を
お
届

け
し
て
い
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
電
話
で
議
会
事

務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
収
録
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
小
金
井
市
対
面
朗
読
の
会
」

の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「声の議会だより」
を発行しています

【
対
　
象
】

　

原
則
と
し
て
障
害
者
手
帳
１
～
６

級
の
視
覚
障
が
い
の
あ
る
方

（
対
象
者
以
外
で
も
、
図
書
館
本
館

で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
）

【
申
　
込
】

議
会
事
務
局
（
市
役
所
本
庁
舎
４
階
）

☎
042
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387
－
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９
４
７


